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ご
あ
い
さ
つ 

朝
夕
の
冷
え
こ
み
が
厳
し
く
な
り
、
い

よ
い
よ
冬
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
年
の
瀬
の
行
事
や
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
準
備
で
何
か
と
気
ぜ
わ
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
12
月
11
日
と
12
日
の
二
日
間
、

第
４
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
議
題
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
条

例
な
ど
条
例
の
制
定
７
件
、不
動
産
取
得
、

陳
情
審
査
、
請
負
契
約
各
１
件
、
一
般
会

計
、
５
特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
し
た
。 

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報

告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

一
般
質
問 

川
村
と
し
は
る
は
今
回｢

住
基
情
報
を

扱
う
上
で
の
社
会
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ｣

と

題
し
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

質
問
の
概
要 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
や
庁
内
の
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
個

人
情
報
を
、
電
子
的
に
扱
う
シ
ス
テ
ム
が

作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。 

① 

平
成
15
年
８
月
か
ら
稼
動
し
た
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
住
民
側
、
行
政
側
か
ら
見
た
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
。 

② 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
構
築
時
に
、
個
人
情
報
保
護
の
た

め
「
外
部
か
ら
の
侵
入
の
防
止
」
「
内

部
の
不
正
利
用
の
防
止
」
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
。 

③ 

内
部
の
不
正
利
用
に
は
動
機
と
条
件

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
つ
ぶ
す
こ
と
が
大

切
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
採
っ
て

い
る
か
。 

④ 

住
民
基
本
台
帳
は
法
律
に
よ
り
誰
で

も
閲
覧
で
き
る
。
名
簿
業
者
が
大
量
に

請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
合
法
的
に
請
求
さ
れ
る
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
運
用

し
て
い
る
か
。 

答
弁
の
概
要 

町
長
答
弁 

① 

住
民
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
な
ど
に
住
民
票
の
写
し
不
要
。
全

国
ど
こ
で
も
申
請
可
能
。
転
入
・
出
の

手
続
き
が
簡
単
。
写
真
入
I
C
カ
ー

ド
は
法
的
証
明
書
と
な
る
。
行
政
側
は

年
金
の
過
払
い
防
止
程
度
で
あ
る
。 

② 

外
部
侵
入
に
は
政
府
が
法
律
に
基
づ

き
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
*
の
設
定
、
制

度
、
運
用
に
関
し
て
対
策
し
て
い
る
。

内
部
の
不
正
に
は
限
ら
れ
た
職
員
の

み
関
与
、
内
部
職
員
研
修
の
ほ
か
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
会
議
で
の
適
正
化
、
内
部

監
査
も
実
施
し
て
い
る
。 

③ 
動
機
の
面
か
ら
は
職
場
の
人
間
関
係
、

民
間
と
の
関
係
を
良
好
に
し
、
公
務
員

の
守
秘
義
務
や
職
員
の
モ
ラ
ル
向
上
、

意
識
改
革
、
教
育
を
徹
底
す
る
。
条
件

で
は
操
作
で
き
る
人
間
を
限
定
、
専
用

端
末
を
使
用
し
て
い
る
。
庁
内
総
合
情

報
シ
ス
テ
ム
は
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
用
、
コ
ピ
ー
が
出
来
な
い
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。 

④ 

不
当
な
目
的
が
明
ら
か
な
と
き
は
拒

否
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
申
請

の
目
的
、
対
象
な
ど
を
職
員
が
確
認
し

て
い
る
。
閲
覧
は
開
所
で
行
い
写
真
機

な
ど
の
持
込
を
禁
止
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
内
部
の
不
正
利
用
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
次
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

操
作
す
る
者
は
I
C
カ
ー
ド
の
暗
証

番
号
を
使
う
、
ロ
グ
（
使
用
履
歴
）
を
残

す
、
操
作
す
る
パ
ソ
コ
ン
に
大
容
量
の
可

搬
形
メ
デ
ィ
ア
（
Ｍ
Ｏ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）

装
置
を
取
り
付
け
な
い
、
操
作
パ
ソ
コ
ン

に
デ
ー
タ
を
残
さ
な
い
、
パ
ソ
コ
ン
の
廃

棄
時
は
確
実
に
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
、
Ｓ

Ｅ
（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
な
ど
委
託

業
者
に
も
職
員
と
同
じ
管
理
を
行
う
。 

ま
た
、
15
年
度
中
に
電
子
自
治
体
の
シ

ス
テ
ム
構
築
を
す
る
こ
と
が
国
の
方
針
で

決
ま
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

入
れ
る
と
購
入
費
や
維
持
費
の
負
担
が
大

き
い
。
共
通
に
使
い
費
用
を
抑
え
る
研
究

を
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

*
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
：
外
部
か
ら
の
攻
撃

や
不
正
ア
ク
セ
ス
か
ら
内
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

守
る
仕
組
み
。
防
火
壁(Fire 

Wall)

か
ら
ネ
ー

ミ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

と
し
は
る
通
信 

２００３．１２ 
No.６ 

編集、発行 
川村俊治 
〒258-0111 
山北町向原

17-10 
℡75-0928 

E-Mail 
t-kawamu@mv
d.biglobe.ne.jp 

川村としはる 
（俊治） 



平成１５年１２月１６日（火）     川村としはる議会報告              No.６（２） 

12
月
15
日
か
ら
始
動 

山
北
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

一
般
開
放
は
来
年
４
月 

山
北
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
可

決
し
ま
し
た
。 

山
北
駅
南
側
に
建
設
を
進
め
て
い
た

（
仮
称
）
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、

名
称
を
「
山
北
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
、
健
康
福
祉
課

の
一
部
が
移
転
し
12
月
15
日
か
ら
運
営

が
始
ま
り
ま
す
。
来
年
の
3
月
31
日
ま
で

は
設
備
運
営
の
準
備
期
間
で
、
一
般
に
開

放
さ
れ
る
の
は
予
定
通
り
平
成
16
年
4

月
1
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
条
例
で
は
施
設
の
使
用
料
、
利

用
料
を
別
表
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。 

な
お
、
浴
槽
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
営
業
し
、
木
曜
日
が
休
館
で
す
。 

平
成
17
年
2
月
完
成 

下
本
村
中
堅
所
得
者
住
宅 

東
山
北
駅
北
側
、
旧
町
営
住
宅
跡
に
中

堅
所
得
者
向
け
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
６
階
建
25
戸
、
駐

車
場
25
台
分
を
備
え
、
都
市
基
盤
整
備
公

団
神
奈
川
地
域
支
社
が
建
設
し
町
が
購
入

し
ま
す
。 

８
月
臨
時
議
会
の
全
員
協
議
会
で
内
容

説
明
が
あ
り
、
今
回
は
不
動
産
取
得
案
件

と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
着
工
は

平
成
16
年
２
月
、
公
団
か
ら
町
へ
の
引
渡

し
は
平
成
17
年
２
月
で
す
。 

取
得
予
定
金
額
は
35
年
賦
の
金
利
を

含
め
約
六
億
七
千
七
百
万
円
で
、
三
分
の

一
は
国
庫
補
助
金
で
す
。
家
賃
は
ま
だ
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
町
税
を
使
わ
ず

債
務
を
返
済
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
る

予
定
で
す
。
入
居
者
募
集
時
期
に
つ
い
て

も
未
定
で
す
。 

子
育
て
支
援
の
充
実 

山
北
町
で
は
こ
れ
ま
で
10
ヶ
月
児
か

ら
の
保
育
で
し
た
が
、
向
原
保
育
園
で
８

週
児(

産
休
明
け)

の
保
育
が
始
ま
り
ま
す
。

私
が
３
月
議
会
で
０
歳
児
保
育
の
月
令
引

き
下
げ
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
15
年

度
補
正
予
算
で
施
設
の
改
修
を
行
い
、
16

年
度
か
ら
の
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

「
全
員
協
議
会
」
っ
て
な
に 

法
的
な
裏
づ
け
の
あ
る
町
長
の
招
集
に

よ
る
会
議
で
は
な
く
、
議
長
の
招
集
で
開

か
れ
る
会
議
で
あ
り
、
協
議
会
中
の
質
疑

や
意
見
は
会
議
録
に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

通
常
次
の
よ
う
な
場
合
に
開
か
れ
ま
す
。 

(1)
本
会
議
関
連
の
協
議
会 

本
会
議
審
議
の
過
程
で
議
長
が
休
憩
を

宣
し
て
、
議
員
相
互
の
意
見
調
整
、
執
行

機
関
と
議
会
の
意
見
調
整
を
行
う
。
議
事

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
開
か
れ
る
。 

(2)
自
主
的
意
見
調
整
の
協
議
会 

議
長
の
自
主
的
な
判
断
で
、
議
会
自
体
の

行
事
や
運
営
や
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
た

り
、
近
く
開
か
れ
る
議
会
に
懸
案
に
な
っ

て
い
る
問
題
の
議
案
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

議
会
内
部
の
意
見
を
調
整
す
る
た
め
開
か

れ
る
。 

(3)
町
長
が
意
見
を
聞
く
た
め
の
協
議
会 

議
長
が
招
集
す
る
が
、
町
長
が
行
政
上
の

重
要
問
題
等
に
つ
い
て
議
会
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
協
議
会
。
協
議
の
内
容
は
財
政

運
営
上
の
重
要
問
題
、
企
業
誘
致
や
開
発

行
政
に
関
連
し
た
対
外
的
な
も
の
や
議
会

に
提
案
予
定
の
案
件
に
つ
い
て
説
明
を
す

る
も
の
で
す
。 

会 議 室 等 使 用 料 （単位：円） 

使用区分 
午前 9時 
から 
正午 

午後 1時 
から 
午後 5時 

午後 6時 
から 

午後 10時 

午前 9時 
から 
午後 5時 

午後 1時 
から 

午後 10時 

午前９時 
から 

午後 10時 
多目的室１ 1,800 2,400 2,900 4,200 5,300 7,100 
多目的室２ 1,500 2,000 2,400 3,500 4,400 5,900 
会議室 201 600 800 1,000 1,400 1,800 2,400 
会議室 202 600 800 1,000 1,400 1,800 2,400 
会議室 203 600 800 1,000 1,400 1,800 2,400 
調理実習室 1,100 1,500 1,800 2,600 3,300 4,400 
録音室 300 400 500 700 900 1,200 

一般・運動浴槽、休憩室利用料 
（１人あたり） 

区分 利用券 
(2時間まで) 

利用券 
(6時間まで) 

一般 
円 

４００ 
円 

７００ 
中学生 
小学生 
幼児 

(3歳以上) 
障害者 

２００ ３５０ 

議
会
の
こ
こ
が
知
り
た
い 


